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7月 16日 (火)=WDSF世界選手権ジユニア‖ラテン
7月 17日 (水)=WDSF世界選手権ユーススタンダード
7月 18日 (木)=WDSF世界選手権アダルトラテン

鰤麟鶉爾

中華人民共和国無錫市(上海浦東空港からバスで約3時間)

呻額渉―ム 。ジャノヾ ン

ジユニア ||ラテン :藤枝大河・宮澤めぐ組、

原澤英大・竹之内梨音組

帯同役員 :竹下次郎

ユーススタンダー ド:ホ ワイ トン謙心・夏奈実組、

小林才時 0小西乙愛組

帯同役員 :大西早織

アダル トラテン :大西大晶・咲菜組、

海老原拳人・夕カギルナ組

48ホテル
VVorld卜 lotel Grand Juna'VVuxi

(ジ ュニア・アダル ト代表選手用オフィシャルホテル)

Ho‖ day innヽⅣuxi Taihu New iCity

(ユース代表選手用オフィシャルホテル)

0口 競技会場

T・aihu lnternational Expo Center

(太湖国際博覧センター)

蜻調 華憑罐豊彗
①事前準備

今回の世界選手権は、3つの世界選手権 (ジュニアⅡ・

ユース・アダルト)を 同一開催地で行なうという今まで

にない大会であった。主催者である中国ダンススポーツ

連盟のスタッフに問合せメールをすると、翌日には必ず

返事をくださるという誠実な方々で、とても感謝している。

また、今回のエントリー、ホテルの予約・支払、会場

の入場券購入等全ての手配をオンラインで実施しなけれ

ばならなかったため、ジュニア・ユースの保護者の方々

と毎日のように情報交換をし、悪戦苦闘しながら、まさ

にチーム・ジャパンー丸となって事前準備を行った。

②現地到着
ユース、アダルトチームよリー足先に、ジュニアⅡチー

ムが先発隊として上海入り。上海浦東空港到着ロビーで

選手強化部長

竹下 次郎

は、中国主催者のスタッフが出迎えに来ており、帯同役

員としても心からほっとする。また、先発隊として、中

国現地の情報をユース、アダルトチームに常に配信した。

7月 の上海は日本以上に蒸し暑かったが、冷房の効い

た心地よいバスに乗り込んで、一路無錫のオフィシャル

ホテルヘ。

約 3時間後、World Hotel Grand Juna Wuxiに 到着。
ロビーで待機していた主催者にエントリーを確認し、背

番号を受領後、ホテルにチェックイン。現地にボランティ

アの英語通訳者がいたので、何とか手続きも無事完了。

一旦部屋に荷物を置いて、早速競技会場を視察。10分

ほど歩くと太湖国際博覧センターが見えてきた。会場内

には入れなかったが、明日は送迎バスを利用せずに、み

んなで会場まで歩いていくことになった。今まで帯同役

員としての海外遠征は会場までは遠く、送迎バスやタク

シーで移動でしたが、帰りの交通手段の手配も気にする

こともなく、歩いて行けるのはとても助かる。また近く

にコンビニもあり、食料を確保できるのも嬉しい。

③競技会場太湖国際博覧センターヘ移動

会場入口では、警備スタッフが待機し、入場者一人ひと

りの入場券を確認するという厳重体制で、メインアリーナ
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には、選手と帯同コーチ以外は、保護者でも入場できない。

厳重な警備を過ぎると、そこはまるで別世界のような

ゴージャスな会場。 2階席からでもしっかりと全体を見

渡すことができ、特に照明が素晴らしい。

④WDSF世界選手権ジユニア‖ラテン :

出場国数31カ国 出場組数60組
オープニングセレモニーは、19時30分からであったが、

まずは第一ラウンドが12時30分開始。メインアリーナ入場

日の壁に、第一ラウンドのヒート表が掲示されたのは、

競技開始10分前。すぐにメモし、大河・めぐ組、英大・

梨音組に手渡す。

自分たちのヒートNo。を何度も回ずさむ二組。「昨年の

リベンジだ !進化した自分たちの踊りを思い切って見せ
てこい l」 と背中を押す。いよいよ世界選手権の開始だ !

左から藤枝大河、宮澤めぐ、竹之内梨音、原澤栄太

⑤WDSF世界選手権ユーススタンダード:
出場国数34カ国 出場組数60組

2階 観 客 席 の
テーム・ジャパン

か ら大声援 が響

く。「謙心・夏奈実、

いいぞ !」

「才時・乙愛、

行け !」 そして、

アリーナ席では帯

同役員の大西早

織さんが二組の

踊りを確認しながら、声援している。ユース最後の世界

選手権を踊りきる謙心・夏奈実組。チャレンジ精神旺盛

な才時・乙愛組。「よし |こ の調子なら、いける !」

左から大西大晶、大西咲菜、タカギルナ、海老原拳人

⑦未来へつなげて

ジュニア、ユース、アダルト全ての区分で、第ニラウ

ンドに進むことができず、とても厳しい世界選手権と

なった。技術的にも、体力的にも海外選手との間には高

い壁が立ちはだかっていた。しかし、今回の世界の風を

受け、自分たちの踊りと体力を改めて見直すチャンスを

得たことが、チーム・ジャパンのさらなる進化へのきっ

かけとなることを期待している。

そして、一人ひとりは競技選手として一本の竹のよう

に自立しているが、チーム・ジャパンとして、切磋琢磨

しながらしっかりと根を張って互いに力を合わせてい

く。これからの日本のダンススポーツ界をさらに進化さ

せるために、がんばれ、テーム・ジャパン !

左から小林才時、小西乙愛、
ホワイトン夏奈実、ホワイトン謙心

ユーススタンダード表彰式 チーム・ジャパン全員集合 (太湖国際博覧センター前にて)
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⑥WDSF世界選手権アグルトラテン :
出場国数34カ国 出場組数83組
第一ラウンドのサンバの曲が流れた瞬間から、ボディ

スピード、フットアクションがリズムとビートと心地よく

融合し、どのカップルにも驚かされる。何とレベルの高

い選手たちだ !

「大晶、拳人 l今こそ自分たちの真価を発揮するチャン

スがきたぞ !」
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